
  

平成２７年７月２２日１９時３０分発表 

７月２２日の大雨における竜門ダム洪水操作の効果について 

◆竜門ダムの洪水操作（ダム下流河川の増水を緩和させる操作） 

７月２２日１２時４４分より竜門ダムへ流れてくる水量の一部を竜門ダムへ貯め
て、下流の河川へ流す水量を最大で約３割低減させる操作を実施しました。 

◆竜門ダムの洪水調節の効果 

この操作により、ダム下流の隈府水位観測所において、河川の水位を最大２２
ｃｍ低下させたと推測されます。 

【竜門ダムの洪水操作】 〈流入量〉 
ダムへ流れてくる水量 

最大１２６立方㍍／秒 
（７月２２日１３時２０分） 

〈放流量〉 
下流の河川へ流す水量 

  ８９立方㍍／秒 

 ダムへ流れてくる 

 水量の約３割低減 

 させて流しました 

洪水操作後水位 ２７４．１２ｍ 今回の大雨で貯めた水量 ６９千立方㍍ 

農業用水・工業用水・水道用水などに
利用するため常時貯めている水量 

洪水操作開始時水位 ２７４．０６ｍ 

【竜門ダムの効果】 

問合せ先：国土交通省菊池川河川事務所竜門ダム管理支所 電話 0968-27-1120 
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ダムで調節しなかった場合 

の推定水位  １．４０ｍ 

今回の大雨で観測したダム効果 

最高時の河川水位 １．１８ｍ 

右岸側 

左岸側 

水防団待機水位 1.0m はん濫注意水位 1.5m           避難判断水位 1.6m 

          はん濫危険水位 1.9m           計画高水位 2.02m 

※ダムがない場合の河川水位やその低減量等、本発表における数値は速報値です。最終的に整理される数値とは異なる 

場合があります。 

隈府水位観測所地点水位比較図 


